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青い海と白い砂浜、緑深い山々、荘厳な滝……。地域の自然は、観光の大きな魅力だ。

これらの自然を楽しむだけでなく、限りある資源として保全し、

持続可能な観光を続けていく試みとして、「エコツーリズム」が注目を集めている。

今も手つかずの自然が残る西表島を舞台に、新しい時代の観光のあり方を追った。

京
か
ら
飛
行
機
で
お
よ
そ
3
時

間
30
分
。
沖
縄
本
島
よ
り
も
台

湾
に
近
い
日
本
の
最
南
西
端
に
、

大
小
９
つ
の
島
々
か
ら
な
る
八
重
山
諸
島
が

あ
る
。
亜
熱
帯
気
候
が
は
ぐ
く
む
動
植
物

と
、
珊
瑚
礁
が
一
面
に
広
が
る
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
海
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
が
注
目
さ

れ
、
旅
行
者
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
で
は
年
間
約
78
万
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
、
観
光
消
費
額
は
５
４
０
億
円
に
上
る
。

　

観
光
は
島
の
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

る
が
、
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
観
光
客

の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
、
環
境
に
与
え
る
負
荷

は
大
き
い
。
も
し
開
発
が
進
め
ば
、
や
が
て

は
自
然
資
源
を
楽
し
む
観
光
そ
の
も
の
が

成
り
立
た
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
八
重
山

諸
島
の
中
で
も
最
も
大
き
く
、
手
つ
か
ず

の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
西
表
島
で
は
、
古

く
か
ら
新
し
い
観
光
の
あ
り
方

が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

日
本
で
は
最
も
早
い
１
９
９
６
年

に
、
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が
発
足

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
人
間
に
と
っ

て
の
快
適
性
や
利
便
性
だ
け
を
追
求
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
活
性
化
と
環
境
保

全
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
楽
し
む
新
し
い
観
光

の
あ
り
方
で
あ
る
。

地
域
の
活
性
化
と
環
境
保
全
を
両
立

東

エコツーリズム
西表島で体感する

自然・文化の
保護と保全

地域資源を
生かした
観光の推進

地域経済の
活性化

エコツーリズム

エコツーリズムとは
日本エコツーリズム協会では、エコツーリズムを「自
然や文化や歴史的遺産などを守りつつ、それらとの
ふれあいをガイドの解説を受けながら楽しみ、地域
の経済振興に結びつけようとする旅の考え方」と定
義している。エコツーリズムは上図 3 要素の均整を
目指している。
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島を巡る生命の循環
　西表島は、すべての生き物が互いに関係し合って形づく
る、ひとつの完結した小宇宙のような島である。西表島に生
きる物は皆、循環する大きな生命のサイクルの中にいる。
　その一例が、潮の干満を仲立ちとした食物連鎖だ。島全
体に降り注いだ雨は、森のさまざまな有機物を含んで川に注
ぎ込む。マングローブ林が広がる汽水域では、潮が引くと干
潟となり、川が運んだ有機物などの栄養分が地表に残される。
それを食べるために、カニをはじめとしたさまざまな生き物が集
まってくる。それらを狙いに鳥が舞い降りる。生き物の死骸
は分解され、やがては有機物となって再び土に還る。地中
にいたカニが這い上がる時には、干潟の土を掘り返し、酸
欠状態だった土を活性化させる。そして潮が満ちると川の水
を濾過し、海へと注いでサンゴをはぐくむ。

　潮の満ち引きとともに、毎日このような浄化が繰り返される。
島という限られた環境の中では、より凝縮した形で連鎖のサ
イクルを見ることができるのだ。

お互いを生かす
動植物の共生関係

　西表島のフィールドを観察していると、動植物の共存共栄
関係を頻繁に目にすることができる。
　例えば沢の近くの湿地帯では、水の浸入を防ぐために高
い塚を築き、中に穴を掘ってすむオキナワアナジャコが生息
している。この空いた巣穴を利用して、今度はカニがすむ。
カニは養分を食べ終えて吐き出した土を、塚の上に塗り重ね
ていく。ジャコとカニの共同作業によって、マングローブの陸
地が形成されていく。
　森に入れば、大きな巣を作るタカサゴシロアリに出くわす。
この巣に穴を開け、アカショウビンというカワセミの一種が
営
えいそう

巣する。また、幹に直接実を付けるギランイヌビワという
樹木は、その実をコウモリに食べさせることで、種子を遠くま
で運んでもらい、繁殖する。
　このように、西表島ではあらゆる生き物が密接に関係し合
い、お互いを生かしている。緊密な生態系のバランスの上に、
豊かな生き物の世界が広がっているのだ。

西表島には、日本最大級のマング
ローブ林がある。マングローブと
は、熱帯や亜熱帯気候の中で、淡
水と海水が混じり合う汽水域で育
つ植物の総称。海風の影響を受け
ないよう、河口付近は背が低い。

潮が引いて干潟となったマングローブ林には、地表に残った有機物を求
めてたくさんの生き物が顔を出す。左下は、落ち葉を食べに集まるキバ
ウミニナ。右下は、土と一緒に有機物を食べるミナミコメツキガニ。食
べ終えた土はだんご状に残され、潮が満ちると水中に酸素をもたらす。

オキナワアナジャコが築いた塚。
色の違う土はその後にカニが載
せた土。

９
７
２
年
の
沖
縄
本
土
復
帰
後
、

西
表
島
の
若
者
の
多
く
は
島
を

出
て
都
会
に
向
か
い
、
島
の
過

疎
化
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
一
方
、
イ

リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
発
見
に
よ
り
島
は
一
気

に
注
目
を
集
め
、
本
土
の
企
業
が
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
見
越
し
て
島
の
土
地
を
買
い
あ
さ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
き
に
危
機
感
を
感

じ
た
島
の
人
々
は
、
島
の
今
後
を
考
え
る
自

主
的
な
会
合
を
開
始
。
１
９
８
０
年
、
島

お
こ
し
の
計
画
と
し
て
「
島
の
自
然
資
源

を
守
り
な
が
ら
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
、
環
境

保
全
型
の
観
光
の
開
発
を
行
う
こ
と
」
を

掲
げ
た
。
こ
れ
が
、
西
表
島
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
原
点
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
島
で
は
新
し
い
伝
統
文
化
産

業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
工
芸
村
運
動
が
始

ま
り
、
東
京
で
は
西
表
島
研
究
会
が
勉
強

会
を
継
続
す
る
な
ど
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実

践
の
模
索
が
続
い
た
。

　

１
９
９
１
年
、
環
境
庁
（
当
時
）
が
推

進
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

地
域
に
選
ば
れ
る
と
、
本
格
的
な
調
査
が

始
ま
っ
た
。
島
の
歴
史
を
よ
く
知
る
島
民
や

研
究
者
な
ど
の
人
材
リ
ス
ト
の
作
成
、
島
の

自
然
や
生
活
文
化
、
信
仰
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
、
地
図
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
西
表
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
実
践
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
１
９
９
６
年
に
発
足

し
た
の
が
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で

あ
る
。
以
後
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
地
域

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
続
け
て
い
る
。

西
表
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践

1

3 つの要素をバランスよく形成するには、エコツーリズムを担
う 5 者が均等にかかわることが大切である。従来の観光モデル
は、旅行業者と観光客、おみやげ屋などを営む一部の住民の間
でのみ成り立つ場合が多かった。エコツーリズムでは、その土
地で生活し、文化を生み出していく地域住民を第一に尊重する。

エコツーリズムにかかわる人々

地域住民
自然資源と共に暮らし
自然や文化を継承する

行政
制度の整備を行い、
利用を促進する

研究者
学術的観点から、
地域の保全や

自然の利用を考える

旅行業者
観光客を誘致し、
ガイド役として
案内する

観光客
自然資源を楽しみ、
地域に経済的な
潤いをもたらす

腐ったり枯れたりした植物を食
べ、森の分解者として生息する
タカサゴシロアリの巣。

エコツーリズムを
担う 5 者
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表
島
で
は
現
在
、
豊
か
な
自

然
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
っ

た
り
と
広
が
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
カ
ヤ
ッ
ク

で
漕
ぎ
進
み
、
森
を
歩
い
て
大
自
然
と
触

れ
合
う
こ
と
も
で
き
る
。
見
る
だ
け
で
な
く
、

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
詳
細
な
説
明
を
聞
く
こ
と

で
、
島
に
生
き
る
動
植
物
の
魅
力
を
よ
り

深
く
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
て
参
加
者
は
、

生
命
や
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
自
発
的
に
学
び
取
る
。
こ
れ
が

環
境
教
育
と
な
る
。

　

西
表
島
の
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
先
駆
者

で
あ
り
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
推

西奨
ツ
ア
ー
に
も
選
ば
れ
て
い
る
マ
ヤ
グ
ス
ク
エ

コ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
代
表
の
山
下
秀
之
さ
ん

は
、
環
境
教
育
の
大
切
さ
を
こ
う
語
る
。

「
西
表
島
は
、
人
間
よ
り
も
大
自
然
の
力
が

圧
倒
的
に
強
い
島
で
す
。
こ
こ
に
身
を
置
き
、

自
然
と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
と
、
す
べ
て

の
人
間
は
自
然
の
上
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
素
直
に
実
感
で
き
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
案
内
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
に
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」

　

し
か
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集
め

る
に
従
っ
て
、
新
た
な
問
題
も
浮
上
し
て
き

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
ち
な
が
ら
も
、

実
際
に
は
利
潤
を
追
求
す
る
従
来
型
の
観

光
と
変
わ
ら
な
い
ツ
ア
ー
が
増
え
て
き
て
い
る

の
だ
。
石
垣
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
一
挙
に
大
人

数
が
押
し
寄
せ
、
目
的
地
ま
で
直
行
し
て
束

の
間
の
自
然
を
楽
し
み
、
お
土
産
を
買
っ
て

夕
方
に
は
再
び
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
む
。
こ

れ
で
は
、
西
表
島
の
本
当
の
魅
力
を
感
じ

る
暇
も
な
い
。
現
在
、
西
表
島
の
ツ
ア
ー
会

社
は
50
〜
60
社
程
度
に
ま
で
膨
ら
み
、
飽

和
状
態
を
迎
え
て
い
る
。
ツ
ア
ー
客
に
何
度

も
根
を
踏
み
つ
け
ら
れ
、
成
長
が
止
ま
り
か

か
っ
て
い
る
木
も
あ
る
。
西
表
島
の
代
表
的

な
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
地
域
で
あ
る
仲
間
川
で

は
、
ツ
ア
ー
客
数
の
制
限
も
検
討
さ
れ
始
め

た
。

　

２
０
０
７
年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

が
成
立
し
、
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
一
時
の
利
益
に
流
さ
れ
な
い
、

真
に
持
続
可
能
な
観
光
の
模
索
は
、
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

環境教育が
エコツーリズムを
次世代につなぐ

マヤグスクエコアドベンチャー
ズ代表の山下秀之さん。現在は
エコツーリズムがまだまだ浸透
していない石垣島で、地域の人々
を巻き込んだ新しいエコツーリ
ズムのあり方を模索している。

「小中学校での課外授業など、今
後は教育に力を入れていきます」

土の中に穴を掘って生息するミナミトビハ
ゼは、ぴょんぴょんと飛び跳ねるのが特徴。

沢沿いに多く生育するヒカゲ
ヘゴは、シダ植物の一種。木
の幹のように見える部分は、
根っこが伸びたもの。

マングローブの一種、ヤエヤマヒルギはタ
コの足ような根が特徴的。支柱根と呼ばれ、
地盤の軟らかい場所で体を支えている。

　日本エコツーリズム協会では、エコツー
リズムの普及活動の一環として、シン
ポジウムやセミナーを積極的に行ってい
る。中でも、一般の方が気軽に楽しめる
イベント企画として人気があるのが、エ
コツーカフェ。月に一度、都内のカフェ
に専門家を招き、世界各国のエコツーリ
ズムを紹介している。詳細は、NPO 法人
日本エコツーリズム協会（http://www.
ecotourism.gr.jp）へ。

都会でエコツーリズムの空気を味わう

エコツーカフェ

会場は、Asante Sana
目黒店。政府観光局や
現地在住の方々によ
る、リアルな現地情報
を聞くことができ面白
い。1,000 円で軽食と
飲み物、資料付き。

山地の渓流沿いに生息するコウトウシュウ
カイドウ。日本国内でベゴニアの仲間が自
生するのは八重山諸島だけだ。

板のように高さのある根が特徴のサキシマ
スオウノキは、マングローブ川上流域に生
育する渓流樹木。根と根の間に腐葉土や土
をため込み、自らの養分としている。

絞め殺し植物といわれるハマイ
ヌビワ。他の樹木の上で発芽し、
成長しながら網状に幹を絡ませ、
最後には宿主を枯らせてしまう。

西表島に生息する
珍しい生き物たち
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ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社　

上
野
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

高
度
な
技
術
を
備
え
た

生
産
拠
点

　

ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社
は
、
2
0
0
8
年
で

創
業
1
0
9
年
を
迎
え
る
日
本
の
製
薬
業
界
の

パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
で
す
。
点
眼
剤
を
主
力
製
品

と
し
、
1
9
8
8
年
か
ら
は
米
国
メ
ン
ソ
レ
ー

タ
ム
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
取
り

扱
い
も
開
始
。
一
般
用
医
薬
品
分
野
を
中
心
に

シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、過
去
10
年
間
で
倍
以
上
の

売
上
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
好
調
な
売
上
を
支
え
て
い
る
の
が
、

1
9
9
8
年
に
設
立
さ
れ
た
上
野
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
で
す
。
関
東
商
圏
の
売
上
拡
大
に
伴
い
、大

阪
本
社
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
の
良
い
三
重
県
伊
賀

市
に
設
立
さ
れ
、生
産
に
高
度
な
技
術
を
要
す

る
点
眼
剤
や
高
品
質
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
を
製

造
す
る
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、今
後
医
薬
品

の
製
造
や
品
質
管
理
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
問

わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
の
動
き
に
対
応
す

る
た
め
に
、高
度
な
無
菌
管
理
技
術
を
備
え
た

大
規
模
な
工
場
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
」（
塚
野
氏
）

　

そ
し
て
総
敷
地
面
積
7
・
1
ha
に
及
ぶ
、ロ
ー

ト
製
薬
最
大
の
生
産
拠
点
が
完
成
し
ま
し
た
。

投
資
を
せ
ず
に
効
果
を
あ
げ
る

運
用
改
善
型
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

大
規
模
工
場
で
は
、照
明
や
空
調
な
ど
設
備

運
営
の
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

し
ま
す
。
設
立
当
初
の
上
野
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

で
は
、年
間
約
2
億
円
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

に
費
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
設
立
後
し
ば
ら
く
は
、ま
だ
社
内
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
運
営
を
考
え
る
組
織
は
な
く
、経
営
者
の

関
心
も
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
現
場
の
設
備
管
理
者
は
、ム
ダ
の
な
い
効

率
的
な
運
営
を
す
る
こ
と
で
、コ
ス
ト
を
削
減

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

（
緒
方
氏
）

　

そ
こ
で
、設
立
当
初
か
ら
設
備
の
巡
回
点
検

な
ど
を
行
う
常
駐
管
理
業
務
を
請
け
負
っ
て
い

た
山
武
に
相
談
し
、
2
0
0
2
年
か
ら
省
エ
ネ

設
備
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
提
案
に
基
づ
き
、
2
0
0
5
年
よ

り
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
目
標
を
1
％
に
定

め
て
運
用
改
善
型
省
エ
ネ
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ボ
イ
ラ
や
イ
ン

バ
ー
タ
の
設
定
変
更
や
蓄
熱
槽
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
、蒸
気
ボ
イ
ラ
の
台
数
制
御
な
ど
の
運
用

改
善
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
効
果
が
確
認
さ
れ

る
と
、さ
ら
な
る
改
善
施
策
と
し
て
、コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
排
熱
回
収
用
熱
交

換
器
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
な
り
に
必
死
に
考
え
た
改
善
策
を
さ

ら
に
上
回
る
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
山
武
の
担
当
者
は
情
熱
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
く
れ
、私
た
ち
も
感
化
さ
れ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、

良
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
」（
近
藤
氏
）

　

さ
ら
に
2
0
0
6
年
度
に
は
、交
付
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
事
業
者
支
援
補
助
金

を
利
用
し
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
排
熱
を
利
用
し
て
空
調
用
冷
水
を
つ
く
る

ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
を
導
入
。
設
備
投
資
型
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
効
果
は
さ
ら
に
高
ま
り
、当

初
3
年
で
償
却
予
定
だ
っ
た
報
酬
を
1
年
で
償

却
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
加
え
、当
初
の
目

標
を
大
き
く
上
回
り
2
年
間
で
2
7
0
0
万
円

の
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
年
1
％
の
削
減
目
標
は
継
続
し
、

4
ヵ
月
に
一
度
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し

て
山
武
と
報
告
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
原
油
の
高
騰
に
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は

上
が
る
一
方
で
す
。
い
か
に
効
率
よ
い
設
備
運

転
を
行
え
る
か
、今
後
も
実
験
を
続
け
て
い
き

ま
す
」（
坂
本
氏
）

他
拠
点
に
も
拡
大
し

拠
点
全
体
の
省
エ
ネ
を
推
進

　

製
品
原
価
に
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

は
、そ
の
研
究
開
発
費
と
比
較
す
る
と
ど
う
し

て
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、医
薬
品
業
界
に
お
け

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
み
は
、や
や
消
極

的
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
上
野
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
で
の
成
功
例
に
基
づ
き
、ロ
ー
ト
製

薬
で
は
、大
阪
本
社
工
場
や
京
都
の
研
究
拠
点

「
ロ
ー
ト
リ
サ
ー
チ
ビ
レ
ッ
ジ
京
都
（
R
V
K
）」

で
も
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
お
金
を
払
っ
て
買
え
ば
い
い

と
い
う
時
代
は
、も
う
終
わ
り
ま
し
た
。
企
業
も

地
球
市
民
と
し
て
、地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考

え
、事
業
運
営
の
中
で
対
策
を
実
現
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
山
武
に
は
、今
後
も
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
を
提
案
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
で
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
」（
塚
野
氏
）

提案に基づく運用改善と設備投資により
驚きの省エネルギー効果を実現

ロート製薬株式会社は、「Happy Surprise! 
よろこビックリ誓約会社」というコーポレー
トスローガンのもと、お客さまの期待値を超
える驚きと喜びを提供し続けていきます。

所 在 地
操 業 開 始
事業所役割

：
：
：

三重県伊賀市ゆめが丘7-3
1998年
ロート製薬最大の生産拠点

生産事業本部　生産技術部
施設グループ
上野施設チーム
坂本 隆仁氏

生産事業本部　生産技術部
施設グループ
リサーチビレッジ京都施設チーム
近藤 隆之氏

ロート製薬株式会社
生産事業本部　生産技術部
施設グループ
マネージャー
塚野 正文氏

生産事業本部　生産技術部
施設グループ
大阪施設チーム
緒方 誠氏

ロート製薬株式会社 上野テクノセンター

運用改善型省エネルギーと設備投資型省エネルギーを組み合わ
せ、2年間で約2700万円のコスト削減を実現した

コージェネレーション排熱回収用温
水熱交換器

排熱温水を利用し、冷房を行う
ジェネリンク

年間約2億円を施設運営費に費やしていた上野テクノセンター
では、運営費削減のために省エネ診断を行い、運用改善型省エ
ネルギーを実施しました。NEDOの補助金を獲得した2年目から
は設備投資も積極的に行った結果、2年間で2700万円の施設
運営費削減に成功しました。

運用改善型省エネ支援サービス
　 大規模な改修工事に依存する

ことなく、設備の運用を改善
することで着実に省エネル
ギーを実現するサービス。可
視化されたデータを基に、山
武の計測・制御技術と建物管
理事業で蓄積した運転管理ノ
ウハウを駆使し、運転制御改
善を行うことで成果を出す。

エネルギー使用合理化事業者支援補助金
　 省エネルギー効果が高いと見込まれ、費用対効果

が優れていると認められる設備・技術を導入しよ
うとする申請者に交付する支援補助金。経済産業
省の定めにより、独立行政法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構（NEDO）が交付する。

コージェネレーションシステム
　 燃料を用いて発電するとともに、その際に発生す

る排熱を冷暖房や給湯・蒸気などの用途に有効利
用する省エネルギーシステム。空調負荷・給湯負
荷などの熱需要の多い施設やエネルギー需要量の
大きい工場などに導入されている。

ジェネリンク
　 燃料による加熱のほかに、吸収式冷温水機に付加

した排熱回収熱交換器が、ガスエンジン発電機な
どから発生する排熱温水を有効利用して冷温水を
供給する。簡単に、しかも効率的に空調設備と
コージェネレーションシステムをリンクすること
ができる。使用する燃料が削減されるので省エネ
ルギーとなる。

用語解説
省エネルギー効果のグラフ

1

0.9

0.8

0.7
2004年度 2005年度 2006年度

省エネルギー効果
２年間で約2700万円

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位

原単位

原単位14％削減 原単位17％削減

快適性向上 生産性アップ 安心・安全 省エネルギー 省力化
Apr.2008 8� Apr.2008



新
日
本
製
鐵
株
式
会
社　

君
津
製
鐵
所

世
界
最
大
規
模
の

製
鐵
所
か
ら
産
ま
れ
る

高
品
質
な
鉄
鋼
製
品

　

新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
君
津
製
鐵
所
で
生
産

さ
れ
る
鉄
鋼
製
品
は
年
間
１
０
０
０
万
ト
ン

と
世
界
最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
国
内
最
大
の

需
要
地
で
あ
る
関
東
エ
リ
ア
の
製
造
拠
点
と
し

て
、東
京
ド
ー
ム
約
2
2
0
個
分
も
あ
る
敷
地

内
で
は
、鉄
鉱
石
な
ど
の
原
料
か
ら
取
引
先
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
品
加
工
ま
で
の
一
貫
生

産
が
行
わ
れ
、特
に
最
近
は
、自
動
車
や
家
電
製

品
用
の
高
機
能
商
品
が
好
調
で
す
。

　

圧
延
や
メ
ッ
キ
な
ど
の
各
製
造
工
程
は
、大

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
ま
す
が
、同
所
で

は
製
鉄
工
程
で
発
生
す
る
コ
ー
ク
ス
ガ
ス
を
所

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
、そ
の
再
利
用

率
は
97
％
に
も
な
り
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

同
所
と
山
武
の
付
き
合
い
は
設
立
当
初
か
ら

で
、所
内
に
は
D
C
S
を
は
じ
め
調
節
弁
な
ど

の
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
が
数
多
く
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、同
所
の
計
装
設
備
の
整
備
を

担
っ
て
い
る
の
が
計
装
整
備
課
で
す
。

「
各
設
備
の
効
率
的
な
保
全
・
管
理
業
務
を
遂

行
す
る
た
め
に
、調
節
弁
の
状
態
把
握
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
燃
焼
系
の
設
備
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
制
御
す
る
調
節
弁
の
役

割
が
大
き
く
、正
常
に
稼
働
し
な
い
場
合
、製
品

不
具
合
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
」（
丸
山

氏
）

　

こ
う
し
た
相
談
を
受
け
た
山
武
で
は
、調

節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の

V
alstaff TM

（
バ
ル
ス
タ
ッ
フ
）を
提
案
し
ま
し

た
。

熟
練
者
の
五
感
に
頼
ら
な
い
、

客
観
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
に

　

V
alstaff

は
、調
節
弁
の
開
閉
の
位
置
決
め
を

す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
が
収
集
し
た
、調
節
弁
の
稼

動
状
況
が
分
か
る
開
度
別
頻
度
分
布
デ
ー
タ
や

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
リ
ッ
プ
診
断
な
ど
の
情
報
を
、

V
alstaff

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
で
収
集
、デ
ー
タ
を
見
え

る
化
し
、監
視
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
効
率
化

を
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
調
節
弁
の
状
態
や
プ
ロ
セ
ス
デ
ー
タ
を
可
視

化
で
き
る
の
で
、収
集
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
法

も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、D
C
S
と
は
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
構
築
す
る
の
で
設
備
の
安
定
性
・
安
全
性

に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
も
魅
力
的
で
採
用
を

決
め
ま
し
た
」（
丸
山
氏
）

　

V
alstaff

は
主
に
高
品
質
な
製
品
加
工
が
求

め
ら
れ
る
メ
ッ
キ
工
場
に
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
2
0
0
6
年
10
月
に
新
設
さ
れ
た
第

5
工
場
で
は
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
調
節
弁
の
状
態

把
握
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
現
在
、燃
焼
が
必
要
な
工
場
を
中
心
に
6
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何
度
も

V
alstaff

に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
と
対
応
に
よ
り
、

調
節
弁
に
対
す
る
整
備
の
必
要
性
を
事
前
に
察

知
し
、設
備
停
止
を
未
然
に
防
い
で
い
ま
す
」

（
影
山
氏
）

　

以
前
は
、
D
C
S
の
警
報
に
よ
り
設
備
の
ト

ラ
ブ
ル
発
生
が
分
か
っ
て
も
、調
節
弁
の
状
況

が
外
観
か
ら
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、原
因
の

特
定
は
困
難
で
し
た
。
あ
る
い
は
、設
備
診
断
は

設
備
を
熟
知
し
た
熟
練
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
は
、V

alstaff

に
よ
っ

て
調
節
弁
の
状
態
を
定
量
化
す
る
こ
と
で
誰
も

が
把
握
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、設
備
を
停
止
し

な
い
効
率
的
な
保
守
管
理
も
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、V

alstaff

を
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
る
た
め
に
、収
集
し
た
デ
ー
タ
を
山

武
が
3
ヵ
月
ご
と
に
解
析
を
し
、同
課
と
報
告

検
討
会
を
行
い
な
が
ら
調
節
弁
の
傾
向
や
保
守

点
検
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
山
武
は
対
応
が
早
く
何
で
も
相
談
し
や
す
い

パ
ー
ト
ナ
で
あ
り
、設
備
の
よ
り
効
率
的
な
運
用

に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
て
く
れ
る
の

で
ほ
ん
と
う
に
心
強
い
で
す
」（
加
藤
氏
）

メ
ー
カ
と
ユ
ー
ザ
と
い
う

関
係
を
超
え
て

　

Valstaff
導
入
に
よ
っ
て
安
心
・
安
全
で
し
か

も
効
率
的
な
操
業
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、同
課
で
は
今
後
も
積
極
的
に
各
製
造
工

程
へ
のValstaff

導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、ポ
ジ
シ
ョ
ナ
の
更
新
時
期
を
利
用
し
な
が
ら
、

所
内
に
あ
る
調
節
弁
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
をValstaff

対
応
用
のH

ART

通
信
対
応
モ
デ
ル
に
切
り
替

え
、Valstaff

導
入
の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
山
武
へ
の
こ
れ
か
ら
の
期
待
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
現
場
に
と
っ
て
役
立
つ
製
品
を

提
案
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、一
緒
に
成
長
し
た

い
で
す
」（
影
山
氏
）

「
厳
し
い
環
境
下
で
も
信
頼
で
き
る
耐
久
性
が

あ
り
、製
品
寿
命
の
長
い
製
品
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
」（
加
藤
氏
）

「
メ
ー
カ
と
ユ
ー
ザ
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、一

緒
に
安
心
・
安
全
・
効
率
的
な
生
産
現
場
を
作
っ

て
い
く
パ
ー
ト
ナ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
丸
山

氏
）

調節弁の状態を把握することで
効率・効果的なメンテナンス業務が可能に

新日鐵グループは、鉄事業を中核として、豊
かな価値の創造・提供を通じ、産業の発展と
人々の暮らしに貢献しています。

所 在 地
創 　 業
事 業 内 容

：
：
：

千葉県君津市君津1番地
1965年
熱延鋼板、冷延鋼板、亜鉛メッキ
鋼板、プレコート鋼板、厚板、H形
鋼、鋼矢板、線材、UO鋼管、スパ
イラル鋼管、特殊電縫鋼管、鍛接
鋼管などの製造

電気計装整備室
計装整備課　班長
影山 優氏

電気計装整備室
計装整備課　班長
加藤 寿春氏

新日本製鐵株式会社
君津製鐵所
電気計装整備室
計装整備課　課長
丸山 孝一氏

新日本製鐵株式会社 君津製鐵所

燃焼プロセスで使用されている調節弁と
Valstaff対応のポジショナ

メッキ工場ライン

調節弁の状態を可視化できる山武の調節弁メンテナンスサポー
トシステムValstaff（バルスタッフ）の導入により、熟練者の経験
や勘に頼らない客観的な設備診断が可能となり、安心・安全・
効率的な工場の操業が実現しています。

コークス
　 石炭の多くは粉状で、強度と燃焼エネルギーが不

足しているので、コークス炉で蒸し焼きにして
コークスにすることで適度な強度と高い燃料エネ
ルギーを確保する。鉄鉱石に含まれる酸素とコー
クスの炭素が結合して一酸化炭素となり鉄が還元
される。

コークスガス
　 コークス炉で発生する一酸化炭素を主成分とする

可燃性ガス。

圧延
　 鋳造で製造された半製品に力を加えて「鍛える」

ことで所定の形状の製品に加工する作業。なお、
常温の状態でさらに薄く引き延ばす作業や常温で
行われる圧延は、冷延（冷間圧延）という。

DCS（Distributed Control System：分散形制御システム）
　 現場に近い複数のコントローラで分散制御を行う

システム。従来の集中制御と違い、負荷の分散を
図るため、メンテナンス性のよいシステム構築が
できるのが特徴。

HART（Highway Addressable Remote Transducer）
通信
　 業界標準方式として世界的に普及しているフィー

ルド機器と調節計、表示計などとの通信信号。

用語解説

調節弁の状態をモニタでチェック

快適性向上 生産性アップ 安心・安全 省エネルギー 省力化
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azbil mind

　

山
武
グ
ル
ー
プ
は
「
計
測
と
制
御
」、す

な
わ
ち
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
進
化

を
通
じ
て
、産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

た
。

　

18
世
紀
後
半
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
に

よ
り
、大
量
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
社
会

は
、人
々
の
望
み
が
か
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
頂
点

を
迎
え
た
の
が
20
世
紀
だ
。
科
学
の
世
紀

と
い
わ
れ
た
20
世
紀
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
の
当
初
の
理
念
は
「
労

働
に
お
け
る
苦
役
か
ら
の
解
放
」。
厳
し

い
環
境
に
あ
っ
た
製
造
現
場
な
ど
で
の
作

業
者
の
負
担
軽
減
を
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

が
担
っ
た
の
だ
。
工
業
化
は
飛
躍
的
に
進

み
、物
質
は
満
ち
あ
ふ
れ
、社
会
や
人
々
の

生
活
は
豊
か
に
、便
利
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
活
躍
の
場

は
、オ
フ
ィ
ス
、病
院
や
住
宅
へ
も
拡
大

し
、執
務
や
生
活
の
環
境
を
着
実
に
改
善

し
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
…
…
。

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
、地
球
資
源
が
有
限
で
あ
る

こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
物
質
的
な

豊
か
さ
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
こ
と
に

も
気
づ
く
。

　

そ
こ
で
、山
武
グ
ル
ー
プ
で
は
も
う
一

度
出
発
点
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
人
々
の
幸
せ
に
役

立
っ
て
こ
そ
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
る
、

つ
ま
り
「
人
を
中
心
と
し
た
」と
い
う
原

点
に
立
つ
こ
と
に
し
た
の
だ
。
そ
れ
が

2
0
0
6
年
10
月
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た

山
武
グ
ル
ー
プ
理
念
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
、お
客
さ

ま
と
と
も
に
、お
客
さ
ま
の
現
場
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
の
技
術
で
解
決
す
る
︱
︱
そ
の
決
意

を
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
のazbil

（A
utom

ation・
Zone・

B
uilder

）
に
託

し
、そ
の
実
現
に
向
け
、山
武
グ
ル
ー
プ

は
、ま
ず
そ
の
総
力
を
結
集
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
は
、工
場
や
プ
ラ
ン
ト
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、建
物
な
ど
の
分
野
で
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、新
た
な
価

値
の
創
出
に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
培
っ
た
強
み
の
相
乗
効
果
で
、

「
人
の
幸
せ
」に
貢
献
し
て
い
く
と
同
時

に
、新
た
な
分
野
と
し
て
「
い
き
い
き
と

し
た
暮
ら
し
」を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

に
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、研
究
開
発
分
野
で
、営
業
の

シ
ー
ン
で
、そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
場
面
で
、既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
「
人
の
幸

せ
」と
は
す
な
わ
ち
、人
が
安
心
で
き
る
、

人
が
人
ら
し
く
心
地
よ
く
働
く
こ
と
が
で

き
る
、あ
る
い
は
生
活
で
き
る
、さ
ら
に
そ

の
結
果
と
し
て
達
成
感
に
満
ち
た
場
が
あ

る
こ
と
だ
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
と
、か
け

が
え
の
な
い
地
球
を
守
る
こ
と
が
矛
盾
な

く
両
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、お
客
さ
ま
が
望
ん
で

い
る
こ
と
を
理
解
し
一
緒
に
考
え
を
深
め

て
い
く
こ
と
、将
来
に
わ
た
っ
て
お
客
さ

ま
が
発
展
す
る
た
め
に
山
武
グ
ル
ー
プ
も

一
緒
に
変
化
し
て
い
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
は
、新
し
い
理
念
の
も

と
で
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
、新
し
い
「
幸
せ
」と
い
う
価
値

の
実
現
の
た
め
に
、お
客
さ
ま
と
と
も
に

「
深
化
」し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

で
は
、山
武
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
「
安

心
、快
適
、達
成
感
」と
「
地
球
環
境
へ
の

貢
献
」を
具
体
的
な
姿
に
す
る
と
、こ
ん
な

シ
ー
ン
が
浮
か
ん
で
く
る
。

︱
︱
今
朝
は
早
め
に
オ
フ
ィ
ス
に
出
社
し

た
。
建
物
、そ
し
て
執
務
ス
ペ
ー
ス
へ
は
ス

ム
ー
ズ
に
入
室
で
き
、自
分
自
身
の
執
務

空
間
に
だ
け
、快
適
な
空
調
と
照
明
な
ど

の
環
境
が
提
供
さ
れ
、早
朝
か
ら
生
産
性

の
高
い
仕
事
に
集
中
で
き
る
の
が
あ
り
が

た
い
。
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
の
か
、

隣
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、若
手
社

員
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
部
屋

の
外
か
ら
見
て
い
る
と
だ
い
ぶ
白
熱
し
て

い
る
様
子
だ
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に

入
っ
て
み
る
と
部
屋
の
中
は
、執
務
空
間

と
は
違
う
明
る
い
照
明
と
こ
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
空
調
が
提
供
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

会
社
は
、常
に
快
適
で
、か
つ
業
務
に
集
中

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
こ
と
が
、オ
フ
ィ
ス
全
体
の

環
境
負
荷
軽
減
に
な
り
、当
社
の
環
境
目

標
の
達
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
だ
︱
︱

　

こ
の
生
産
性
の
高
い
業
務
環
境
と
オ

フ
ィ
ス
に
お
け
る
環
境
負
荷
低
減
の
実
現

に
は
、azbil

の
環
境
制
御
技
術
が
貢
献
し

て
い
る
。
長
年
の
経
験
か
ら
導
き
出
し
た
、

人
に
と
っ
て
の
最
適
と
地
球
環
境
に
と
っ

て
の
最
適
を
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術

に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ー
ン
は
、産
業
、生
活
の

分
野
で
も
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、多
く
の
熟
練
者
を
は
じ
め
と

す
る
人
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も

の
づ
く
り
の
現
場
で
は
、少
子
高
齢
化
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、技
術
・
技
能
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
同

時
に
、高
い
品
質
と
生
産
性
を
維
持
し
な

が
ら
安
全
操
業
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は

も
の
づ
く
り
の
現
場
の
大
き
な
課
題
だ
。

熟
練
技
術
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
形
式
知
化
し

た
り
生
産
現
場
の
人
が
い
き
い
き
と
働
け

る
環
境
づ
く
り
に
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
場
面
が
変
わ
る
と
、ラ
イ
フ

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
家
庭
人
の
笑
顔
が
見
え
る
。安
心
・

快
適
で
あ
り
な
が
ら
も
環
境
負
荷
を
お
さ

え
た
環
境
の
中
で
、い
き
届
い
た
健
康
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
見
守
ら
れ
つ
つ
、誰
も
が

い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
る
。

　

こ
ん
な
姿
をazbil

は
、ま
も
な
く
実
現

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、社
会

や
産
業
の
変
化
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ
る

計
測
や
制
御
の
技
術
を
、
1
0
0
余
年
に

わ
た
り
最
適
な
形
で
提
供
し
続
け
て
き
て

い
る
と
と
も
に
、そ
の
過
程
で
お
客
さ
ま

と
の
絆
を
確
か
な
も
の
に
し
て
き
た
実
績

が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
今
、そ
の
絆
は

「
人
」を
中
心
に
据
え
、さ
ら
に
強
い
も
の

と
す
べ
く
、オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術

を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
新
た
な
決
意

を
表
明
し
た
の
だ
か
ら
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
の
描
く
未
来
は
、ど
ん

な
場
面
で
も
「
人
」が
主
役
だ
。
そ
し
て

「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」の
技
術
は
、人
々

の
「
こ
う
あ
り
た
い
」を
実
現
す
る
た
め

に
、い
つ
も
「
人
」に
寄
り
添
い
な
が
ら
静

か
に
、し
か
し
着
実
に
進
化
を
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

目
標
は
人
々
が
望
む
幸
せ
の
実
現

︱
︱
お
客
さ
ま
の
パ
ー
ト
ナ
と
し
て

�

現
場
で
価
値
を
創
る

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段

︱
︱
そ
の
原
点
「
人
を
中
心
と
し
た
」に
立
ち
返
る

地
球
人
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
、家
庭
人
と
し
て

︱
︱
人
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が

�

描
く
未
来

Vol.01
azbilの描く未来は、
どんな場面でも人が主役
100周年を機に新たに制定した
山武グループの企業理念には、
これまでの 100年間で築いてきた信頼を踏まえ、
これからの 100年間も人々の期待に応えたいという、
山武グループ一人ひとりの思いが込められている。
●取材 / 構成　早川 寿浩
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株
式
会
社 

山
武

は
、
調
光
機
能
付

き
蛍
光
灯
安
定
器

「
あ
っ
と
ら
い
と

TM

」を
販
売
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

用
途
に
使
わ
れ
る

こ
と
の
無
か
っ
た

銅
鉄
型
安
定
器
で

あ
り
な
が
ら
、
大

幅
な
節
電
の
可
能
な
製
品
で
す
。
使
用

環
境
に
併
せ
て
明
る
さ
を
調
節
で
き
る

４
段
階
調
光
機
能
を
搭
載
し
て
お
り
、蛍

光
灯
の
安
定
器
を
交
換
す
る
だ
け
で
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
長
寿
命
、低
ノ
イ
ズ
、し

か
も
快
適
な
照
明
空
間
を
実
現
し
ま
す
。

工
場
、病
院
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る

照
明
省
エ
ネ
に
適
し
て
い
ま
す
。

【
特
長
】

▪
大
幅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

消
費
電
力
最
大
40
％
削
減

▪
長
寿
命

　

 

高
品
質
コ
ン
デ
ン
サ
の
採
用
で
、照
明

器
具
の
法
定
耐
用
年
数
（
15
年
）を
上

回
る
長
寿
命

▪
低
ノ
イ
ズ
※

　

 

高
調
波
成
分
を
含
ま
な
い
た
め
、精
密

機
器
へ
の
悪
影
響
が
な
く
、医
療
施
設

や
電
算
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
最
適

▪
４
段
階
調
光

　

 

明
る
さ
を
簡
単
に
４
段
階
に
調
節
で

き
、節
電
と
明
る
さ
の
最
適
化
が
容

易
。
高
効
率
の
ラ
ン
プ
、反
射
板
と
の

組
合
せ
で
明
る
さ
を
維
持
し
な
が
ら

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
可
能

　

株
式
会
社 

山
武
は
、熱
源
設
備
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
す
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「U
-O
P
T

（
ユ
ー
オ
プ
ト
）」を
販
売
開
始

し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「U
-O
P
T

」は
、蓄
積
さ
れ
て
い
る
過
去
の

デ
ー
タ
よ
り
得
た
負
荷
熱
量
・
外
気
条

件
、気
象
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
よ
る
気

象
情
報
、あ
ら
か
じ
め
構
築
し
た
熱
源
設

備
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
用

い
て
、24
時
間
先
ま
で
の
精
度
の
高
い
負

荷
予
測
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、「
C
O
2

排
出
量
最
小
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
最

小
」の
2
つ
の
モ
ー
ド
を
用
い
て
、エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
や
容
量
の
異
な
る
多
く
の

熱
源
設
備
を
自
動
発
停
す
る
な
ど
、予
想

受
給
量
を
満
た
す
最
適
な
運
転
計
画
を

立
案
し
、設
備
の
自
動
運
転
や
オ
ペ
レ
ー

タ
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提
示
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
を
用
い
て
、運
転
方
針
の
改
善
や
、熱

源
制
御
方
式
の
検
討
、さ
ら
に
は
冷
凍
機

や
蓄
熱
槽
な
ど
の
設
備
導
入
な
ど
、机
上

に
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
おU

-O
P
T

は
、工
場
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
状
況
の
見
え
る
化
、履
歴

デ
ー
タ
の
管
理
な
ど
を
行
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
「E

neS
cope

」と

と
も
に
、ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
田
原

工
場
様
に
導
入
さ
れ
、夏
期
に
お
け
る
運

用
試
算
で
C
O
2

排
出
量
約
4
～
7
％
の

削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、ア
ク
テ
ィ
バ
ルTM

電
動
二
方
弁　

高
差
圧
シ
リ
ー
ズ
（
大

口
径
1
0
0
A
～
1
5
0
A
）
の
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、熱

源
廻
り
の
バ
イ
パ
ス
弁
な
ど
の
高
差
圧

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
用
す
る
制
御

弁
で
す
。
高
レ
ン
ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ
※
１
や
、

キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
※
２

に
よ
る
エ
ロ
ー

ジ
ョ
ン
※
３
抑
制
構
造
の
採
用
に
よ
り
、高

差
圧
の
環
境
に
耐
え
得
る
性
能
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、小
型
化
（
当
社
従

来
製
品
比
較
：
高
さ
、重
量
約
50
％
低
減
）

を
図
っ
て
、設
置
に
お
け
る
省
ス
ペ
ー
ス

や
省
資
源
（
製
品
へ
の
使
用
材
料
抑
制
）

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

熱
源
廻
り
で
は
、バ
ル
ブ
前
後
の
圧
力

差
が
要
因
で
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
発

生
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、こ
の
現
象
は

制
御
弁
や
配
管
の
内
部
の
損
傷
を
招
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
社
が
開
発
し
た

「
コ
ー
ン
形
デ
ィ
ヒ
ュ
ー
ザ
」を
従
来
の

ア
ク
テ
ィ
バ
ル
に
組
み
込
ん
だ
構
造
に

す
る
こ
と
で
、キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
を
抑
制
す
る
構
造
を

実
現
し
ま
し
た
。

【
特
長
】

▪
高
レ
ン
ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ

▪ 

コ
ー
ン
形
デ
ィ
ヒ
ュ
ー
ザ
の
採
用
に

よ
り
、キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
エ

ロ
ー
ジ
ョ
ン
を
防
止

▪ 

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と
操
作
器
を
一
体

化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
（
小
型

化
、省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
）

　

株
式
会
社 

山
武
商
会
の
作
造
く
ん
は
、

プ
リ
ン
ト
基
板
の
リ
ー
ド
部
品
実
装
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
挿
入
補
助
装
置
で
す
。

「
作
造
く
ん
」は
作
業
者
に
挿
入
部
品
と

挿
入
位
置
を
指
示
し
ま
す
。
作
業
者
は

プ
リ
ン
ト
基
板
の
ス
ル
ー
ホ
ー
ル
に
指

示
さ
れ
た
部
品
を
挿
入
し
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
、作
造
く
ん
が
リ
ー
ド
の
カ
ッ

ト
と
ク
リ
ン
チ
を
実
行
し
ま
す
。
不
慣

れ
な
人
で
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
実
装
作

業
を
習
得
で
き
ま
す
。
本
製
品
は
、各
種

自
動
組
立
機
で
豊
富
な
実
績
を
誇
る
山

武
グ
ル
ー
プ
の
原
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

自
動
マ
ウ
ン
タ
ー
で
組
み
付
け
が
困

難
な
異
形
部
品
や
電
源
周
り
の
部
品

実
装
に
最
適

▪ 

部
品
ト
レ
ー
は
容
易
に
取
り
外
し
が

で
き
、多
品
種
少
量
生
産
の
プ
リ
ン
ト

基
板
の
製
造
に
対
応

▪ 

最
大
48
種
類
の
部
品
を
回
転
ト
レ
ー

に
収
納
し
、
4
0
0
ス
テ
ッ
プ
ま
で

の
工
程
を
記
憶

▪ 

ス
ル
ー
ホ
ー
ル
直
下
か
ら
赤
い
光
で

挿
入
位
置
を
指
示
し
、極
性
の
あ
る
部

品
時
は
音
声
で
注
意
を
喚
起

▪ 

ラ
ン
プ
で
指
示
さ
れ
た
ト
レ
ー
の
部

品
を
確
実
に
取
り
出
し
た
こ
と
を
セ

ン
サ
が
検
知

▪ 

誤
実
装
、未
実
装
が
防
げ
実
装
品
質
が

安
定

　

株
式
会
社 

山
武
の
調
節
弁
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ムV

alstaff TM

は
、調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
意

思
決
定
の
支
援
と
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

の
効
率
化
を
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ス
マ
ー
ト
・
バ
ル
ブ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
を

搭
載
し
た
調
節
弁
と
の
通
信
を
行
う
こ

と
で
、以
下
の
機
能
を
実
現
し
ま
す
。

【
機
能
】

▪ 

プ
ラ
ン
ト
の
運
転
中
に
調
節
弁
の
稼

働
状
況
に
関
わ
る
情
報
を
収
集
し
、

V
alstaff

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
加

工
、保
存
、管
理
す
る
こ
と
で
、調
節
弁

の
劣
化
進
行
の
予
測
や
異
常
の
有
無

判
定
を
行
い
ま
す

▪ V
alstaff

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
検

査
要
求
を
送
信
し
、そ
の
応
答
を
記
録

す
る
こ
と
で
、調
節
弁
の
性
能
を
定
量

化
し
ま
す

▪ 

ス
マ
ー
ト
・
バ
ル
ブ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ナ

の
調
整
・
設
定
をV

alstaff

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
容
易
に
行
い
、そ
の

情
報
を
管
理
し
ま
す

▪ 

調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
情

報
を
電
子
的
に
一
元
管
理
し
ま
す
。

V
alstaff H

A
R
T

シ
ス
テ
ム
は
、そ
の

通
信
技
術
にH

A
R
T

プ
ロ
ト
コ
ル
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
た

ス
マ
ー
ト
・
バ
ル
ブ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ナ

と
ホ
ス
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、お
よ

びH
A
R
T

関
連
機
器
を
用
い
て
シ
ス
テ

ム
を
構
成
し
ま
す

　

株
式
会
社 

山
武
の
特
例
子
会
社
で
あ

る
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
株
式
会
社
は
、

2
0
0
8
年
2
月
19
日
に
設
立
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
特
例
子
会
社
と
は
、障

害
者
の
雇
用
に
特
別
に
配
慮
を
し
て
、

民
間
企
業
の
中
に
雇
用
率
制
度
の
特
例

措
置
と
し
て
設
立
さ
れ
た
子
会
社
で
す
。

創
業
当
初
、社
員
10
名
だ
っ
た
山
武
フ
レ

ン
ド
リ
ー
も
、
現
在
（
2
0
0
8
年
2

月
）は
社
員
20
名
と
な
り
、
2
0
0
3
年

度
以
降
は
黒
字
決
算
を
継
続
し
て
お
り
、

規
模
・
業
績
と
も
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、見
学
会
や
研
修
生
の
受
け
入
れ
も

積
極
的
に
行
う
な
ど
、自
ら
の
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
公
開
し
、他
社
企
業
の
特
例
子
会

社
の
設
立
促
進
役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

山武のPR誌は創刊から39年を迎えました。創刊
12年目の「Savemation」1981年6月号より表紙
を社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想
を広く集めた「未来の科学の夢　絵画展」の中か
ら、同協会のご協力を得て掲載してきました。今
号より内容の刷新とともに長年慣れ親しんでき
た子どもの絵から、azbil導入時よりイメージイ
ラストを担当している久保田眞由美さんにお願
いすることになりました。新しい「azbil」もよろ
しくお願いします。 （akubi）

azbil

topics
製品情報や展示会情報など、

azbilのトピックスをご紹介します
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対
象
蛍
光
灯
管
：
Ｆ
Ｌ
Ｒ
（
Ｈ
ｆ
以
前
の

従
来
型
蛍
光
灯
）

※　

 

国
際
規
格C

IS
P

R
11

、IE
C

61000-3-2

／JIS
C

6100-3-2

を
ク
リ
ア

蛍
光
灯
の
消
費
電
力
を

最
大
40
％
カ
ッ
ト
！

調
光
機
能
付
き
蛍
光
灯
安
定
器

「
あ
っ
と
ら
い
と
」販
売
開
始

あ
っ
と
ら
い
と

A熱
源
設
備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

強
力
支
援
、エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化

パ
ッ
ケ
ー
ジU

-O
P

T

販
売
開
始

U
-O

P
T

B

熱
源
廻
り
用
空
調
制
御
弁

「
ア
ク
テ
ィ
バ
ル
電
動
二
方
弁

高
差
圧
対
応
シ
リ
ー
ズ

（
大
口
径
）」を
販
売
開
始

ア
ク
テ
ィ
バ
ル
電
動
二
方
弁

C

※
1　

 

レ
ン
ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ
：
制
御
可
能
な
最

大
流
量
と
最
小
流
量
の
比
を
表
し
た
数

値
。
レ
ン
ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
ほ
ど

流
量
制
御
の
範
囲
が
広
く
制
御
性
が
高

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

※
２　

 

キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
：
流
体
中
の
圧
力

の
低
い
部
分
が
気
化
し
て
、気
泡
が
発

生
し
、そ
の
気
泡
が
制
御
弁
や
配
管
の

内
部
に
ぶ
つ
か
り
、つ
ぶ
れ
る
と
き
の

衝
撃
圧
力
で
、騒
音
や
振
動
が
発
生
す

る
現
象
。

※
３　

 

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
：
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
制
御
弁
、配
管
の
内
壁
を
損
傷

す
る
こ
と
を
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
。

電
子
部
品
半
自
動
挿
入
機

「
作
造
く
ん S

A
-48

 M
A

R
K
Ⅱ

」

作
造
く
ん SA

-48 M
A

R
K
Ⅱ

D

調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

V
alstaff

（
バ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

V
alstaff

（
バ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

E

4/9 ㈬～ 4/11㈮
10：00 ～ 18：00
東京ビッグサイト
東4・5ホール
CMPビジネスメディア
株式会社
1000円

（事前登録者は無料）
LNG船向けフィール
ド機器、システム

会期

時間

会場

主催

SEA JAPAN 2008G

入場料

出展製品

ジャンボびっくり
見本市2008大阪

C

4/11 ㈮～ 4/12 ㈯
4/11 ㈮ 10:00 ～ 18:00
4/12 ㈯ 9:00 ～ 17:30
インテックス大阪 6号館
ジャンボびっくり
見本市協催委員会
無料
調光機能付き蛍光灯安
定器「あっとらいと」

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

ジャンボびっくり
見本市2008東京

C

4/18 ㈮ ～ 4/19 ㈯
4/18 ㈮ 10:00 ～ 18:00
4/19 ㈯ 9:00 ～ 17:30
東京ビッグサイト　西2ホール
ジャンボびっくり
見本市協催委員会
無料
調光機能付き蛍光灯安
定器「あっとらいと」

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

気象情報

予測

日次計画モニタリング

自動制御

機器効率

CO2排出量削減
コスト最小化

機器選択
自動起動、停止

実績値
各デマンド
予測値

可視化

実績値

安全

最適化

U-OPTイメージ

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
ソリューションマーケティング部
TEL 03-6810-1108
FAX 03-5796-0795

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
ソリューションマーケティング部
TEL 0466-52-7039
FAX 0466-20-2376

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

　　 株式会社 山武商会
経営企画本部
TEL 03-3777-6941
FAX 03-3777-8077

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
IPマーケティング部
TEL 0466-52-7027
FAX 0466-20-2365

　　 株式会社 山武
経営企画部
広報グループ
TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
営業推進部販売促進グループ
TEL 0466-20-2160
FAX 0466-20-2103

C

B

A

D

E

F

問い合わせ先

ニ
ュ
ー
ス

　
　

 

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
株
式
会
社

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
株
式
会
社

が
設
立
10
周
年

F

G

Apr.2008 1415 Apr.2008



本
来
の
野
性
味
を
残
す

幻
の
長
に
ん
じ
ん
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初
め
て
見
る
人
は
皆
、見
慣
れ
な
い

形
に
び
っ
く
り
す
る
。
な
ん
せ
最
長
で

１
ｍ
。
し
か
し
こ
の
に
ん
じ
ん
、昭
和

初
期
の
最
盛
期
に
は
、全
国
の
生
産
量

の
８
割
を
占
め
る
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

品
種
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

群
馬
県
の
国こ
く
ふ府
地
区
で
大
正
の
中
頃

か
ら
生
産
さ
れ
て
き
た
国こ
く
ぶ分
に
ん
じ
ん

は
、「
に
ん
じ
ん
と
い
え
ば
国
分
に
ん

じ
ん
」と
言
わ
れ
、日
本
人
の
食
生
活
に

深
く
浸
透
し
た
。
国
分
に
ん
じ
ん
の
取

引
価
格
を
基
準
に
、全
国
の
に
ん
じ
ん

の
価
格
が
決
め
ら
れ
た
ほ
ど
だ
。

　

１
９
３
１
年
に
上
毛
新
聞
社
が
主
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
上
毛
十
二
名
産
」に

お
い
て
13
万
票
を
獲
得
し
、野
菜
の
逸

品
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
、当

時
の
人
気
が
伺
え
る
。

　

国
分
に
ん
じ
ん
の
特
徴
は
、し
っ
か

り
と
し
た
味
の
濃
さ
と
甘
み
、香
り
の

強
さ
。
ク
セ
が
な
く
品
種
改
良
さ
れ
た

短た
ん
こ
ん根
に
ん
じ
ん
と
は
違
う
、に
ん
じ
ん

本
来
の
野
性
味
に
溢
れ
て
い
る
。
国
府

地
区
特
有
の
、淡
色
黒
ボ
ク
土
と
呼
ば

れ
る
野
菜
栽
培
に
適
し
た
土
の
中
で
育

ち
、肉
質
が
し
っ
か
り
と
締
ま
っ
て
色

つ
や
が
良
い
。型
く
ず
れ
し
な
い
た
め
、

煮
物
や
き
ん
ぴ
ら
な
ど
に
重
宝
さ
れ

た
。
お
正
月
料
理
に
も
欠
か
せ
な
い
。

　

し
か
し
、食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
、

扱
い
や
す
く
西
洋
料
理
に
向
い
た
短
根

に
ん
じ
ん
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

次
第
に
生
産
量
は
減
少
。
買
い
物
袋
か

ら
飛
び
出
し
、冷
蔵
庫
に
も
入
ら
な
い

長
に
ん
じ
ん
は
、い
つ
し
か
食
卓
か
ら

す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

現
在
で
は
、生
産
者
は
10
名
に
満
た

ず
、市
場
に
も
出
回
ら
な
い
。
ま
さ
に

幻
の
に
ん
じ
ん
と
な
っ
た
。

　

か
つ
て
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
た

国
分
に
ん
じ
ん
は
今
、静
か
に
再
評
価

の
時
を
待
っ
て
い
る
。

白菜入り菜と紅白なます
手前は、同じくこの地方の名産である国府白菜に、にんじ
んとこんにゃく、さつま揚げを加えて炒めた入り菜。奥は
お正月用の紅白なます。シンプルな料理だけに、素材本来
の味が引き立つ

国
分
に
ん
じ
ん

次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

地
域
の
伝
統
野
菜

Gunma


